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永らく飛翔の瞬間をとらえるのは至難の業でした。しかし、デジタ
ルカメラの普及により、誰にでも比較的簡単にご覧のような映像を
写し止めることが出来るように なりました。
それでも、いくらデジタルカメラとはいえ、昆虫のように小さな相手
にはオートフォーカスの機能は無効なようです。この部分は焦点
深度の深いレンズを使うことによりカバーいたしました。

蝶の動きを止めるには1 / 1 0 0 0 秒位までシャッタスピードを上
げる必要があります。
明るいレンズも必須ですが、デジタルカメラはフィルム感度A S
A を自由に操作して必要なだけ感度を上げることができます。
そのため1 / 1 0 0 0 秒のハイスピード下でも絞りを充分絞り込む
ことができるのです。それでも露出に不足がある場合にはフ
ラッシュの助けをかりることもあります。
コンパクトデジカメで相当な写真がとれるようです。一度お試
しください。
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J A 3 I V U 　　北井　十生

２０１０年９月１６日からキューバへ行ってきました。
初は「イグアスの滝」を見に行く予定が参加者が少なく催行されず
この時期に催行される「キューバ」に行くことになりました。キューバ
はカリブ海にある国、中南米での社会主義の国とあまり情報のな
い国でしたが魅力のある国の一つである。出発はまたまた「成田」
です。どうして関空から出発出来ないのか？？？？
　1 7 時００分発のA C 0 0 2 に乗るため伊丹（I T M ）から１４時２０分発の
J L 3 0 0 6 で成田（N R T ）へ、成田（N R T ）には１５時３５分に着につい
たが第２ターミナルから第１ターミナルへのバスでの移動と時間が
かかりツァーの受付に着いたのは１６時を回っていた。
　荷物は乗り継ぎ時間が少ないので事前に家から成田空港へ
送っておいた。ツァコンさんが今か今かと待っていた。
すぐにチェックインをしてゲートへ。このまた一番遠い端っこの
ゲート。到着が遅れたようで出発は１７時２０分となっていた。今回
のツァーは１１人、ツァコンが付いてます。
　成田（N R T ）からカナダのトロント（Y Y Z ）まで約１２時間のフライト。
トロント（Y Y Z ）に１６時すぎ到着したがキューバへの便はないので
一旦、カナタに入国し、くのホテルで一泊することになった。
２日目、トロント（Y Y Z ）発８時２５分のA C 9 7 0 に搭乗するため早朝０
４時半にモーニングコールされ、５時半にはホテルを出発した。空
港までは送迎バスで１５分くらい到着。チエックインをしてゲートへ
しばらくすると陽が昇り始めた。やっとのことでA C 9 7 0 　ハバナ（H A
V ）便に乗り込んだ。機内は満席ではなく乗客は６割くらい。飛び
上がるとすぐに五大湖が見えしばらくすると雲の上でたぶんアメリ
カの上を飛んでいるようでした。眼下に海が見えてきました。どうや
らフロリダ半島の上を飛んでようです。
　しばらくすると下降を始め、海岸線と緑の多い島が見えてきまし
た。無事にハバナ（H A V ）空港に到着。こじんまりした空港のようで
滑走路は１本、ターミナルは１つ、搭乗口橋が８つほどしかありま
せん。キューバはビザは不要ですがツーリストカードが必要で事
前に在日キューバ大使館で取得しました。その代わりパスパート
には入国スタンプは押されませんのでホントにキューバに行った
のと言われると証拠がありません。ツーリストカードの写真を撮って
おけばよかった。
　やっとキューバに着きました。時間がかかりますねぇ。経済制裁
のためアメリカからの直行便はありませんのでカナダ、メキシコなど
経由して入るしか方法はありません。
空港でまず両替　円、ユーロー、カナダドルが手数料８％、米ドル
は１８％　３年前にカナダへオーロラを見に行った時のカナダドル
が残っていたので外国人用の兌換ペソに両替。およそ１米ドルが
１兌換ペソになる。キューバ人が使う人民ペソは１兌換ペソの２４分
の１の値打ちだそうです。さっそくハバナ市内観光へ、走っている
のは１９５０年代のアメ車、まあ古い車が多いこと。エンジンはガソリ
ンが食うのでジーゼルエンジンに載せ替えているとのこと。ガソリン
は１リットル１兌換ペソするそうでキューバ国民にとってはとても高
い。しかし観光バスは中国製で車内は日本製と変わらず乗り心地
もまあまあ。速度も１００キロくらい出るようでした。高速道路もあり、
市内の道路も広いというより車が少ない。渋滞もなく市内中心部
へ、まずは革命広場へ　「ホセマルティ記念塔」のまわりのビルの
壁には「ゲバラ」と「カストロ」の絵がある。この二人、キューバでは
英雄だ。日本でも最近「ゲバラ」の映画が公開されていた。旧市街
の「旧国会議事堂」へ、ワシントンにあるアメリカの国会議事堂によ
く似ている。
市内はスペイン統治時代の建物、アメリカの実行統治時代の建物
と混在しており、建物は決してきれいとは言い難いが街にはゴミも
なく、歩いている人も生活を楽しんでいるように見えた。街は１９５０
年代のアメ車の展示会のようなものでよく５０年も乗っているもの
だ。同じ車に１０年も乗らない日本人が贅沢しているのかもしれな
い。どうも車体の塗装は手（ハケ）で塗っているようで焼き付け塗装
などしていない。色も黄とか緑とか青とか赤とかそれも単色が多
い。昔の車は鉄板が分厚いので錆びても穴が空きにくいのでしょ
うか。

革命広場　「ゲバラ」の絵の前で

キューバ　旧国会議事堂

アメリカ国会議事堂

J I 3 Z A G - N L  O c t .  2 0 1 0    -  p .  3  -



その後、スペインの街ではどこにでもある街の中心であるアルマス
広場へ　、ヘミングウェイが「モヒート」（ﾎﾜｲﾄﾗﾑ酒にﾐﾝﾄの葉、ｼﾓﾝ
ｼ ｭ゙ｰ ｽ、を合わせた爽やかなｶｸﾃ ﾙ）をよく飲みに来たというバー
（ﾗ･ﾎ ｷ゙ ﾞー ﾀ･ﾃ ﾙ゙ ･ﾒﾃ ｨ゙ｵ）に行き、同じものを飲んでみた。甘いが度
はきつかった。やっとホテルへ　新市街地にある近代的なリゾート
ホテルで一泊。夕食後　２２時から始まる「トロピカーナ・ショウ」へ　
「マンボ、ルンバ、チャチャチャ」などラテンのリズムと音楽、ダンス
　きれいですばらしい。ホテルへ帰ると日が変わっていた。今日の
一日は長かった。
　３日目、ハバナ市内　ラム酒博物館（ﾊﾊ ﾅ゙　ｸﾗﾌ ）゙、スペイン時代
に海賊からハバナ湾を守るため作られたモロ要塞へ。今は燈台と
当時の大砲が湾に向いて鎮座している。ここから見るﾊﾊ ﾅ゙市内も
良い眺めです。
　ﾊﾊ ﾅ゙郊外にあるﾍﾐﾝｸ ｳ゙ｪｲが住んでいた場所が博物館になって
いる。その後　「老人と海」の舞台となった漁村「コヒマル」へ。そこ
の古いレストランで昼食。
　午後、ハバナからバスで６時間ほどかかるキューバの中央部の
南にある古きスペイン時代の面影が残る「トリニーダ」へ　ホテルは
カリブ海に面した「リゾートタイプのホテル」　宿泊客は主にE U から
きており２～３週間は滞在するようです。彼らからすると私たちよう
に一泊のみは考えられないようです。部屋にはテラスが付いてお
り、ここから椰子の木にアンテナを張って無線ができればさぞ楽し
いのに思いました。いつの日かカリブからO n 　A i r をしてパイルアッ
プを経験したい。ここのホテルはオールインクルーシブというという
システムをとっており、食事、アルコールを含むドリンク、アクディビ
ティが宿泊費用に含まれている。
　4 日目、　トリニーダ市内観光へ　小さな街でスペイン時代をその
まま残している街である。また　バーでキューバ音楽を楽しみなが
ら「カンチャンチャラ」（ラム酒にレモンとハチミツを入れた飲み物）
を飲んだ。次ぎにさとうきび農場跡へ　
奴隷の監視するための塔に登ると付近一帯がよく見える。
　ここで昔ながら　人手で押して回す圧搾機さとうきびをで絞る。出
てきたものをまた飲む。さとうきびだけに甘い。
また、バスで４時間　今度はキューバ北部にリゾート地　「バラデ
ロ」へ　道路の両側にはさとうきび畑がつづく。
夕方、ハバナから西へ約１４ｋｍのパラデロに到着　革命前はアメリ
カの富豪たちの別荘地だったらしい。化学メーカーのデュポンの
別荘もここにあったとのこと。ここも「リゾートタイプのホテル」でオー
ルインクルーシブというというシステムをとっている。ホテルの中に
いる限る食事も飲み物を自由に食べ、飲める。便利だ。
　ここもE U 、カナダの宿泊客が多く　２～３週間は滞在するようで
す。特にカナダから冬に避寒（避暑）にくるそうです。
カナダからの直行便がキューバ国内の空港あるそうです。ただし
アメリカからの便は一つもありません。
５日目、砂糖産業で栄えまた、マンボの神様　ペレスプイラードが
生まれた　マタンタスへ　ここもスペイン時代の建物が多く残ってい
る。午後はフリータイムとなったので　バラデロを町を一周する乗り
放題の２階建てバスに乗る。いろいろな国からきている人たちが
乗ったり降りたり　ガイドブックを見ながら博物館に行こうとしたが場
所がわからず町の人に聞くがこれがスペイン語でわからない。なん
とか何回か聞きながらやっと着いた。わかるスペイン語は１、２、３、
と５９（？？？）ぐらいか。こんなところで無線が役に立った。
　６日目、バラデロからハバナに戻り帰国へ　また、カナダへ入国　
トロントで最初のホテルにまた一泊　７日目　トロント空港から成田
へ　　成田から伊丹へ　帰りだけで３日使っている。もったいない８
日間の旅行では・・・・

アメリカの経済封鎖の影響と旧ソ連、東欧諸国との貿易もままなら
ず自給自足をめざし、いままでの国内の産業もコーヒーや砂糖だ
けでなく、カナダとの合弁企業で油田の開発をしている。

（ハバナ市内）

こういうところは５月に旅行したイランでも同じようなことをしているよ
うだ。日本も外国に食料を頼るだけでなく自給自足を目指さなけ
ればならないと思う。

　キューバは私たちにとって未知の国だ。情報が非常に少ない。
中南米　唯一の社会主義の国だけで「カストロ、ゲバラ」が活躍し
て革命を起こしたのは５０年以上の前の話だ。出かけてみて　短期
間であったが　私たちが思うような豊かさはないかもしれないが
キューバ人は楽しく生活をしているように感じた。
　終わりに無線の話
無線のアンテナは放送局用と公共的な建物ぐらいしか見かけな
かった。しかし携帯電話はG S M 方式であったが幹線道路、市内で
は使用できた。
ホテルのテレビは衛星と思われるが外国の放送はC N N 、B B C 、中
国のチャンネルは３つあった。
８日間の間に日本のニュースを見ることはほとんどなかったが中国
のニュースを見ていたら「菅総理」が出ていた。
字幕が漢字なので何となくわかる。キューバには中国人が多いと
いうことでしょうか。
国内向けの中に日本のアニメ「フランダースの犬」がスペイン語の
吹き替え、タイトルなどは日本語そのままで放送していた。

（カリブの夕陽）
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